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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20252025 22
会員数901名会員数901名

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年1.75％（令和７年 2 月 3 日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

令和７年2月1日現在令和７年2月1日現在

館山市経済三団体合同新年懇親会を開催
～地域経済の活性化に向け157名が集う！～

◇潮流を読む
　「なぜ日本の少子化対策は十分ではなかったのか」
◇トレンド通信
　「京都土産の三つの『し』プラスアルファに学ぶ」
◇中小企業のセキュリティ対策
　「メール詐欺、警告画面に注意」
◇青年部の窓
　1 月総会を開催 ～新役員が決定 ！～
◇クラウドな話
　「『青春18きっぷ』40年たっての大改正」

第45回館山若潮マラソン大会が開催されました。（1月26日）



会 議 所 だ よ り
令 和 7 年 2 月 10 日（2）
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館
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市
観
光
協
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主
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よ
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館
山
市
経
済
三
団
体
合
同
新

年
懇
親
会
』が
、１
月
17
日（
金
）多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、夕
日
海
岸
昇
鶴
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
安
田
信
之
・
当
所
会
頭
、角
田
吉
夫
・
商
店
会
連
合
会
会
長
、上
條
長
永
・
観
光
協
会
会
長
を
は
じ
め
地

元
政
財
界
や
関
係
団
体
代
表
ら
約
１
６
０
名
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
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催
者
を
代
表
し
て
安

田
会
頭
が
挨
拶
し
た
後
、森
正
一
・
館
山
市
長
、浜
田
靖
一
・
衆
議
院
議
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代
理
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沢
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千
葉
県
議
会
議
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か
ら
祝
辞
を
頂
戴
い
た
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ま
し
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。

　

懇
親
会
で
は
各
業
界
や
地
域
団
体
、
行
政
を
代
表
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様
が
本
年
の
抱
負
を
語
り
あ

い
ま
し
た
。特
に
、
内
外
共
に
厳
し
い
情
勢
が
継
続
し
て
い
る
が
、
経
済
界
が
中
心
と
な
り
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
積
極
的
な
取
組
み
が
必
要
、
地
域
を
横
断
し
た
連
携
が
必
要
、
人
材
育
成
が
急
務
で
あ
る
と
い
っ

た
活
発
な
意
見
交
換
を
す
る
姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

館
山
市
経
済
三
団
体
合
同
新
年
懇
親
会
を
開
催

～
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
157
名
が
集
う
！
～

令和７年

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 葛西　　博　先生
	 川名　敏昭　先生

■商標 特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。



会 議 所 だ よ り
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・
磯
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憲
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シ
ョ
ン)

坂
本
観
隆(

〃
理
事
・
石
堂
寺)

加

藤
喜
久
夫
（
館
山
市
商
店
会
連
合

会
相
談
役
・
加
藤
菓
子
舗
）
芦
田

三
根
雄
（
館
山
銀
座
振
興
会
副
会

長
・
㈲
ア
シ
ダ
）小
林　

稔（
〃
副

会
長
・
㈲
小
林
貴
金
属
店
）佐
々
木

ま
ゆ
み（
渚
銀
座
振
興
会
会
長
・
ス

ナ
ッ
ク
真
実
）押
井
圭
一（
〃
副
会

長
・
だ
る
ま
や
）青
木
啓
明（
〃
会

計
・
Ｏ
Ｚ
）波
々
伯
部
真（
長
須
賀

商
業
会
会
長
・
波
々
伯
部
商
店
）多

田
雅
一
（
〃
副
会
長
・
㈲
多
田
商

店
）秋
山
正
裕（
〃
副
会
長
・
㈲
秋

山
酒
造
店
）鳥
山　

誠（
〃
副
会
長

兼
会
計
・
金
八
商
店
）
渡
邉
茂
也

（
六
軒
町
本
通
り
商
業
会
副
会
長
・

㈲
和
田
屋
商
店
）
児
玉
真
一
（
〃

副
会
長
兼
会
計
・
㈲
児
玉
製
菓
）

鈴
木
隆
志
（
館
山
中
央
振
興
会
顧

問
・
文
化
軒
）片
谷
達
也（
〃
副
会

長
・
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
）
鈴
木
徳
仁

（
〃
会
計
・
さ
る
び
あ
犬
猫
病
院
）

角
田
照
日
人
（
那
古
商
店
連
盟
会

長
・
㈲
豊
久
商
店
）渡
邉
恭
正（
〃

会
計
・
㈲
大
久
保
ガ
ラ
ス
店
）山
本

勝
一
（
㈲
福
原
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
専
務
取
締
役
）高
倉
宏
文（
㈲
福

原
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
角
田
吉

夫（
館
山
市
商
店
会
連
合
会
会
長
・

㈲
ピ
ー
ス
製
菓
）
上
條
長
永
（(

一

社)

館
山
市
観
光
協
会
会
長
・
㈱
さ

わ
ら
び
）安
田
信
之（
館
山
商
工
会

議
所
会
頭
・
昭
和
運
送
興
業
㈱
）小

金
晴
男（
〃
副
会
頭
・
㈱
こ
が
ね
）

白
幡　

進
（
〃
副
会
頭
・
㈱
千
辰

地
所
）
上
野　

学
（
〃
専
務
理
事
）
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潮

流

を

読

む

潮

流

を

読

む

「
な
ぜ
日
本
の
少
子
化
対
策
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
か
」

「
な
ぜ
日
本
の
少
子
化
対
策
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
か
」

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、

人
口
減
少
が
中
長
期
的
に
着
実
に

進
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。直
近
２
０
２
３
年
の
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推

計［
注
１
］で
は
、約
30
年
後
の
２
０

５
６
年
に
総
人
口
が
１
億
人
を
下

回
り
、２
０
６
５
年
に
９
１
５
９
万

人
と
な
る
。特
に
、
少
子
化
が
人
口

減
少
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。

１
９
８
９
年
の
合
計
特
殊
出
生
率

（
以
下
出
生
率
）［
注
２
］が
、そ
れ
ま

で
の
最
低
を
更
新
し
た
い
わ
ゆ
る

「
１
・
57
シ
ョ
ッ
ク
」（
90
年
）以
降
、

政
府
は
さ
ま
ざ
ま
な
少
子
化
対
策

を
実
施
し
て
き
た
が
、出
生
率
の
低

下
に
は
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な

い
。地
域
格
差
も
拡
大
し
て
い
る
。

現
政
権
も
少
子
化
対
策
を
前
面
に

打
ち
出
し
て
い
る
。

　

少
子
化
の
現
状
に
つ
い
て
、直
近

の
厚
生
労
働
省
の
統
計
［
注
３
］で

確
認
す
る
。75
年
に
出
生
率
が
２
・

０
を
下
回
り
始
め
て
か
ら
低
下
傾

向
と
な
り
、２
０
０
５
年
に
１
・
26

と
底
を
打
ち
、
14
年
頃
ま
で
は
緩

や
か
な
上
昇
を
示
し
て
い
た
。し
か

し
、そ
れ
以
降
は
再
び
低
下
し
、
23

年
に
は
１
・
20
と
な
り
過
去
最
低

を
記
録
し
た
。出
生
数
で
も
、
23
年

は
過
去
最
低
の
72
・
７
万
人
と
な

り
、70
万
人
割
れ
が
目
前
と
な
っ
て

い
る
。過
去
の
推
移
を
見
れ
ば
、
第

二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
終
わ
っ
た

１
９
７
４
年
以
降
低
下
傾
向
を
た

ど
り
、２
０
１
６
年
に
97
・
７
万
人

と
、１
０
０
万
人
を
割
っ
て
か
ら
７

年
連
続
で
減
少
し
、
16
年
か
ら
23

年
ま
で
ト
ー
タ
ル
で
25
万
人
減
少

し
た
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、総
人
口

は
、
出
生
率
お
よ
び
出
生
数
が
低

下
し
始
め
た
１
９
７
４
年
か
ら
、総

人
口
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
１
億
２
８

０
８
万
人
と
な
っ
た
２
０
０
８
年

ま
で
、
30
年
以
上
に
わ
た
り
増
加

が
続
い
た
。こ
れ
は「
当
時
は『
正
の

人
口
モ
メ
ン
タ
ム
』と
言
わ
れ
る
出

産
期
の
女
性
が
多
い
人
口
構
造
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、人
口
は
増
加
し

続
け
た
」［
注
４
］
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、現
在
の
状
況
は
こ
れ
と
は

逆
で
「
出
産
期
の
女
性
が
少
な
い

『
負
の
人
口
モ
メ
ン
タ
ム
』
が
生
じ

て
い
る
た
め
、出
生
率
の
回
復
に
か

か
わ
ら
ず
人
口
が
中
期
的
に
は
減

少
す
る
」［
注
５
］
と
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
、「
負
の
人
口
モ
メ
ン
タ
ム
」が

生
ま
れ
た
の
か
。確
か
に
、
こ
の
30

年
、
政
府
は
少
子
化
対
策
を
し
て

こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、依

然
、中
期
的
に
人
口
は
減
少
す
る
こ

と
が
推
計
さ
れ
て
お
り
、対
策
は
十

分
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

な
ぜ
対
策
は
十
分
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。そ
れ
に
関
し
て
、

出
生
数
に
お
い
て
気
に
な
る
デ
ー

タ
が
あ
る
。前
述
の
厚
生
労
働
省

の
統
計
で
15
年
以
前
の
出
生
数
の

推
移
を
見
る
と
、い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル

経
済
が
は
じ
け
る
前
の
１
９
８
９

年
の
１
２
４
・
６
万
人
か
ら
２
０
１

５
年
ま
で
の
26
年
間
で
24
万
人
減

少
し
た
。こ
れ
は
16
年
か
ら
23
年

の
減
少
ス
ピ
ー
ド
の
約
４
分
の
１

の
遅
さ
で
あ
る
。一
方
、
１
９
８
９

年
以
前
の
減
少
ス
ピ
ー
ド
は
速
く
、

例
え
ば
、
83
年
か
ら
89
年
の
６
年

間
で
出
生
数
は
１
５
０
・
８
万
人
か

ら
１
２
４
・６
万
人
に
26
万
人
減
少

し
た
。そ
れ
以
前
で
も
74
年
の
２
０

２
・
９
万
人
か
ら
77
年
の
１
７
５
・

５
万
人
と
、
３
年
間
で
27
万
人
減

少
し
た
。団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
出

産
適
齢
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮

し
て
も
、
出
生
数
が
26
年
か
け
て

24
万
人
減
少
し
た
89
年
か
ら
２
０

１
５
年
は
特
異
な
期
間
に
見
え
て

く
る
。

　

こ
の
期
間
に
お
い
て
結
婚
適
齢

期
を
迎
え
て
い
る
世
代
は
さ
ま
ざ

ま
な
呼
称
が
付
き
、あ
る
意
味
、世

代
が
多
様
化
し
て
い
っ
た
時
期
と

い
え
る
。し
ら
け
世
代
（
１
９
５
５

年
前
後
に
生
ま
れ
た
世
代
）、
新
人

類（
60
年
頃
生
ま
れ
）、バ
ブ
ル
世
代

（
65
～
70
年
頃
生
ま
れ
）、団
塊
ジ
ュ

ニ
ア
世
代（
70
～
74
年
頃
生
ま
れ
）、

ゆ
と
り
世
代（
87
～
２
０
０
４
年
頃

生
ま
れ
）［
注
６
］な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。ま
た
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の

失
わ
れ
た
30
年
と
い
わ
れ
る
経
済
・

社
会
基
盤
が
不
安
定
化
し
た
時
期

で
も
あ
る
。各
世
代
は
価
値
観
が

多
様
化
し
た
も
の
の
、同
時
に
基
盤

が
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、世

代
の
価
値
観
に
対
す
る
迷
い
が
深

ま
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。こ
れ

ら
が
出
生
数
、出
生
率
の
低
下
が
長

期
間
に
わ
た
り
続
い
た
要
因
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　

そ
の
一
方
、「
団
塊
の
世
代
」（
１

９
４
７
～
49
年
頃
生
ま
れ
）で
は
社

会
・
経
済
基
盤
は
不
安
定
で
あ
っ
た

が
、高
度
成
長
期
で
あ
り
、「
一
億
総

中
流
」［
注
７
］な
ど
画
一
的
な
価
値

観
の
醸
成
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
よ
う
。ち
な
み
に
、
こ
の

団
塊
の
世
代
と
い
う
名
称
は
、
堺

屋
太
一
著
の
小
説
『
団
塊
の
世
代
』

に
由
来
す
る
。こ
こ
で
の「
団
塊
」と

は
、出
生
数
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
相
対

的
に
多
く
、人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
中

で
丸
み
を
帯
び
て
突
出
し
た
塊
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
表
し

て
い
る
。こ
れ
に
対
し
て
、
前
記
の

26
年
間
は
、
世
代
の〝
命
名
〟の
通

り
、価
値
観
が
多
様
化
し
、各
世
代

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
小
さ
い
が
、
異
な

る
特
性
を
持
つ
塊
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。こ
の
間
、
政
治
家
の
間

で
は
、地
域
格
差
、所
得
格
差
な
ど

へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
予
防
的
対
策
が

声
高
に
唱
え
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、

異
な
る
特
性
へ
の
対
策
で
は
な
く
、

画
一
的
な
規
制
撤
廃
、現
金
給
付
な

ど
人
気
取
り
の
政
策
が
目
立
っ
た
。

そ
れ
よ
り
も
、こ
の
本
質
的
な
多
様

化
す
る
世
代
の
価
値
観
に
対
し
、

網
羅
的
か
つ
効
果
的
に
寄
り
添
う

こ
と
を
優
先
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
。そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
冷
静
か

つ
客
観
的
に
少
子
化
対
策
を
検
討

し
、こ
れ
か
ら
の
世
代
が
自
発
的
に

コ
ミ
ッ
ト
で
き
る
よ
う
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
２
０
２
４
年
12
月
９
日
執
筆
）

［
注
１
］出
所
は「
日
本
の
将
来
推
計

人
口
（
令
和
５
年
推
計
）」（
２
０
２

３
年
４
月
26
日
）。総
人
口
は
、令
和

２
年
国
勢
調
査
に
よ
る
１
億
２
６

１
５
万
人
が
２
０
７
０
年
に
は
８

７
０
０
万
人
に
減
少
す
る
と
推
計

（
出
生
中
位
・
死
亡
中
位
推
計
）。国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

は
、
令
和
２
年
国
勢
調
査
の
確
定

数
を
出
発
点
と
す
る
新
た
な
全
国

将
来
人
口
推
計
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
公
表
。

［
注
２
］
そ
の
年
次
の
15
～
49
歳
ま

で
の
女
性
の
年
齢
別
出
生
率
を
合

計
し
た
も
の
で
、１
人
の
女
性
が
そ

の
年
次
の
年
齢
別
出
生
率
で
一
生

の
間
に
生
む
と
し
た
と
き
の
子
ど

も
数
に
相
当
す
る
。

［
注
３
］「
令
和
５
年（
２
０
２
３
）人

口
動
態
統
計
（
確
定
数
）
の
概
況
」

（
24
年
９
月
17
日
）

［
注
４
］
松
浦
司
「
少
子
化
対
策
の

30
年
を
振
り
返
る
」『
日
本
労
働
研

究
雑
誌 

24
年
７
月
号
』18
ペ
ー
ジ

［
注
５
］注
４
と
同
様
、31
ペ
ー
ジ

［
注
６
］
各
世
代
の
呼
称
お
よ
び
生

ま
れ
た
年
代
は
説
に
よ
り
異
な
る

場
合
が
あ
る
。

［
注
７
］旧
総
理
府
に
よ
る「
国
民
生

活
に
関
す
る
世
論
調
査
」で
、
自
分

の
生
活
水
準
を
「
中
の
上
」「
中
の

中
」「
中
の
下
」と
す
る
回
答
が
７
割

以
上
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
根
拠

に
、１
９
７
０
年
代
か
ら
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

株
式
会
社
大
和
総
研　

金
融
調
査
部

　

主
席
研
究
員　

内
野　

逸
勢
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先
日
、
京
都
を
訪
ね
た
人
か
ら

お
土
産
に
、
小
分
け
に
な
っ
た
漬

物
数
種
類
と
小
さ
な
缶
に
入
っ
た

お
茶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
れ

を
見
て「
さ
す
が
京
都
だ
な
」と
感

じ
ま
し
た
。

　

そ
の
漬
物
は
、
し
ば
漬
け
や
す

ぐ
き
、
し
そ
の
実
漬
け
、
福
神
漬

け
な
ど
が
20
ｇ
前
後
に
小
分
け

さ
れ
て
プ
ラ
容
器
に
入
っ
て
い
ま

し
た
。漬
物
は
10
種
類
ほ
ど
あ
り
、

バ
ラ
で
買
う
こ
と
も
何
種
類
か
の

セ
ッ
ト
で
買
う
こ
と
も
で
き
る
そ

う
で
す
。１
人
あ
る
い
は
２
人
で

一
食
を
使
い
切
れ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
漬
物
を
試
せ
る
サ
イ
ズ
と
使
い

勝
手
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ラ
容

器
は
透
明
で
す
が
、
シ
ー
ル
は
水

色
、ピ
ン
ク
、黄
色
と
カ
ラ
フ
ル
で

か
わ
い
ら
し
い
見
た
目
に
な
っ
て

い
ま
す
。常
温
で
持
ち
運
べ
る
よ

う
に
し
て
い
る
点
も
土
産
物
と
し

て
優
れ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
缶
に
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を

入
れ
た
土
産
物
は
、
京
都
で
は
い

く
つ
も
の
メ
ー
カ
ー
が
つ
く
っ
て

い
ま
す
。い
ず
れ
も
缶
の
デ
ザ
イ

ン
や
色
使
い
は
現
代
調
で
あ
り
な

が
ら
、
歴
史
と
伝
統
を
感
じ
さ
せ

る
要
素
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

お
し
ゃ
れ
で
小
さ
く
・
か
わ
い
く
、

京
都
ら
し
い
も
の
に
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　

私
見
で
す
が
、京
都
や
金
沢
、鎌

倉
と
い
っ
た
古
く
か
ら
の
観
光
都

市
で
売
ら
れ
て
い
る
お
土
産
は
、

全
体
的
に
商
品
企
画
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
が
優
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。そ
れ
は
長
年
の
競
争
と

淘と
う

汰た

の
た
ま
も
の
で
し
ょ
う
。中

で
も
京
都
で
ヒ
ッ
ト
し
て
い
る
商

品
は
、
京
都
ら
し
さ
を
象
徴
す
る

「
歴
史
」「
癒
や
し
」「
お
も
て
な
し
」

の
三
つ
の
「
し
」
を
押
さ
え
た
上

で
、
現
代
の
生
活
者
に
も
使
い
勝

手
が
良
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

小
分
け
や
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
使
い
勝
手
の
良

さ
は
、
そ
の
時
代
に
よ
っ
て
求
め

ら
れ
る
内
容
が
変
化
し
ま
す
。１

世
帯
当
た
り
の
人
数
が
も
っ
と
多

か
っ
た
時
代
で
は
、
小
分
け
よ
り

も
も
う
少
し
大
き
な
も
の
が
喜
ば

れ
た
で
し
ょ
う
。ま
た
、先
に
挙
げ

た
三
つ
の
京
都
ら
し
さ
に
つ
い
て

も
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
人
の
違

い
で
重
視
さ
れ
る
も
の
が
変
わ
っ

て
き
ま
す
。「
歴
史
」と「
お
も
て
な

し
」
は
変
わ
ら
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
人
に
よ
っ
て
は「
学
び
」

で
あ
っ
た
り
「
驚
き
と
感
動
」
で

あ
っ
た
り
し
ま
す
。ま
た
、単
に
モ

ノ
と
し
て
の
消
費
よ
り
も
体
験
を

重
視
す
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
漬
物
の
小
分
け
が
良
く

で
き
て
い
る
と
感
じ
た
理
由
に
、

こ
の
商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
自
体
が

お
客
さ
ん
の「
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」

を
誘
発
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。そ
も
そ
も
土
産
物
は
、指
名

買
い
や
リ
ピ
ー
タ
ー
を
除
け
ば
、

そ
れ
ま
で
顧
客
で
は
な
か
っ
た
人

と
つ
く
り
手
の
新
た
な
接
点
だ
と

い
え
ま
す
。小
分
け
・
多
品
種
の
商

品
は
、
そ
れ
自
体
が
店
頭
に
お
け

る
試
食
品
の
よ
う
な
も
の
で
、
試

し
た
中
で
ど
れ
か
一
つ
で
も
気
に

入
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
次
の
購
買

に
つ
な
が
り
ま
す
。す
ぐ
に
京
都

を
訪
れ
る
機
会
が
な
く
て
も
ネ
ッ

ト
通
販
で
買
え
、
各
地
の
取
り
扱

い
店
舗
で
も
買
え
ま
す
。

「
京
都
土
産
の
三
つ
の
『
し
』

　
　

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
に
学
ぶ
こ
と
」

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
お
土
産

用
に
つ
く
ら
れ
た
商
品
は
優
れ
た

営
業
パ
ー
ソ
ン
の
よ
う
な
も
の
と

い
え
ま
す
。そ
し
て
小
さ
く
・
か
わ

い
ら
し
く
、
運
び
や
す
く
、
シ
ェ

ア
し
や
す
い
こ
と
が
重
要
な
の
で

す
。１
０
０
年
を
超
え
る
老
舗
が

歴
史
や
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
、

デ
ザ
イ
ン
や
商
品
企
画
を
洗
練
さ

せ
て
、
現
代
の
消
費
者
の
求
め
る

も
の
を
押
さ
え
て
い
ま
す
。そ
ん

な
と
こ
ろ
に
京
都
の
底
力
を
感
じ

ま
す
。

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所

上
席
研
究
員　

渡
辺　

和
博

～会員事業所の財形事務を代行いたします～

館山商工会議所
財形貯蓄事務代行制度

　館山商工会議所では会員サービスの一環と
して「財形貯蓄事務代行制度」に取り組んで
います。
　面倒な財形の事務手続きを事業主に代わっ
て代行いたしまます。
　この機会にぜひ財
形制度の導入をご検
討いただき、当所の
事務代行で財形をス
タートしましょう。

ゆとりのためのこのプラン



会 議 所 だ よ り
令 和 7 年 2 月 10 日（6）

中
小
企
業
の　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

相
談
対
応
件
数
増
加

２
８
０
４
件
に

　

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推

進
機
構（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）は
、
一
般
的
な
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
技
術

的
な
相
談
窓
口
「
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
安
心
相
談
窓
口
」
を
運
用
し

て
い
る
。２
０
２
４
年
第
３
四
半
期

（
７
～
９
月
）
の
相
談
対
応
件
数
は

２
８
０
４
件
、前
年
同
四
半
期
比
で

は
約
29・７
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
四
半
期
の
う
ち
相
談
窓
口
に
寄

せ
ら
れ
た
相
談
事
例
を
紹
介
す
る
。

【
事
例
①
】

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
詐
欺

（
相
談
内
容
）

　

海
外
の
取
引
先
に
メ
ー
ル
で
請

求
書
を
添
付
し
て
送
信
し
た
と
こ

ろ
、
先
方
に
は
メ
ー
ル
が
届
い
て
い

な
い
と
の
連
絡
が
あ
り
再
送
し
た

が
、再
送
し
た
メ
ー
ル
も
届
い
て
い
な

か
っ
た
。そ
の
後
に
取
引
先
か
ら
、

送
ら
れ
て
き
た
請
求
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
口
座
情
報
が
い
つ
も
の
口

な
の
で
、取
引
先
の
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク

ス
に
不
正
な
転
送
設
定
や
振
り

分
け
設
定
な
ど
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、ご
確

認
い
た
だ
く
。

事
例
参
考
に

対
策
の
見
直
し
を

【
事
例
②
】

パ
ソ
コ
ン
に
黒
い
背
景
の
警
告
画

面
が
突
然
表
示
さ
れ
操
作
が
で
き

な
く
な
る

（
相
談
内
容
）

　

パソ
コ
ン
に
黒
い
画
面
で
「
Ｗ
ｉｎ

ｄｏｗｓ
更
新
が
完
了
し
ま
せ
ん
」

と
表
示
さ
れ
、消
え
な
い
。何
を
や
っ

て
も
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
。パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
い
た
ら
、
急
に
再
起

動
さ
れ
て
黒
い
画
面
が
表
示
さ
れ
、

「
Ｗ
ｉｎ
ｄｏｗｓ
の
更
新
が
失
敗
し

ま
し
た
」と
い
う
内
容
が
表
示
さ
れ

て
い
る
。サ
ポ
ー
ト
詐
欺
の
画
面
が

出
て
い
る
が
、
ネ
ッ
ト
で
探
し
た
消

し
方
を
試
み
て
も
消
え
な
い
。

（
回
答
）

◯�

当
該
画
面
が
出
現
す
る
以
前
に

意
図
し
な
い
何
ら
か
の
ソ
フ
ト
や

サ
ー
ビ
ス
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
と
推
定
。

た
だ
し
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
後
、

す
ぐ
に
当
該
画
面
が
表
示
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
ど
の
サ

イ
ト
か
ら
何
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

た
こ
と
が
原
因
か
を
特
定
す
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
。

◯�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
切
断
す
る
こ
と

で
、
操
作
不
能
の
偽
メッ
セ
ー
ジ
が

消
え
て
通
常
操
作
で
き
る
よ
う
に

復
旧
し
た
ケ
ー
ス
を
確
認
し
て
い

る
。２
～
３
分
間
様
子
を
見
て
も

操
作
不
能
の
偽
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
消

え
な
い
場
合
は
、Ｃｔｒ
ｌ
＋Ａ
ｌｔ＋

Ｄｅ
ｌｅｔｅ
キ
ー
を
押
下（
お
う
か
）

し
て
反
応
を
見
る
。

◯�

操
作
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
場

合
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
安
全
な
状
態

に
復
旧
す
る
た
め
、パソ
コ
ン
の
初

期
化
を
お
勧
め
す
る
。

　

相
談
事
例
を
参
考
に
、
自
社
の

対
策
の
整
備
・
見
直
し
を
進
め
て
ほ

し
い
。

独
立
行
政
法
人

情
報
処
理
推
進
機
構・江
島
将
和

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
安
心
相
談
窓

口
」に
つ
い
て
は
こ
ち
ら

座
で
は
な
い
と
の
電
話
確
認
が
あ

り
、
悪
意
あ
る
第
三
者
か
ら
偽
造

請
求
書
が
送
付
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
発
覚
し
た
。

　

悪
意
あ
る
第
三
者
は
、
自
社
が

使
用
し
て
い
る
ド
メ
イ
ン
に
類
似
し

た
ド
メ
イ
ン
を
取
得
し
、
ド
メ
イ
ン

認
証
（
Ｓ
Ｐ
Ｆ
）
を
設
定
し
た
上
で

取
引
先
に
な
り
す
ま
し
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
い
た
。状
況
か
ら
、
取
引

先
が
何
ら
か
の
攻
撃
を
受
け
、メ
ー

ル
が
盗
聴
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が

高
い
と
判
断
し
た
。

（
回
答
）

◯�

根
本
原
因
を
特
定
す
る
た
め

に
、
関
係
者
の
メ
ー
ル
ア
カ
ウ
ン

ト
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
痕
跡
の
調

査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
、社
内
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
サ
ー
バ
ー
へ
の
不
正
侵

入
な
ど
の
調
査
を
行
い
、対
処
を

行
っ
て
い
た
だ
く
。

◯�

関
係
者
の
パ
ソ
コ
ン
に
対
し
て
ウ

イ
ル
ス
チ
ェッ
ク
、
パ
ス
ワ
ー
ド
変

更
を
行
っ
て
い
た
だ
く
。

◯�

取
引
先
の
メ
ー
ル
が
盗
聴
さ
れ
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と

メ
ー
ル
詐
欺
、警
告
画
面
に
注
意

相談事例１のイメージ
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保険のことなら何でもご相談下さい！
「参考のため話だけ聞いてみたい。」そんなご要望にも

  お応えします。　お気軽にお問い合せ下さい。

館山市二子 390-1 / TEL  080-4915-2604（担当：佐々木）

青

年

部

の

窓

１
月
総
会
を
開
催 

～
新
役
員
が
決
定
！
～

　

令
和
７
年
１
月
22
日
に
１

月
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、上

程
さ
れ
た
議
案
が
満
場
一
致

で
賛
成
承
認
さ
れ
ま
し
た
。総

会
に
は
、
安
田
信
之
会
頭
、
上

野
学
専
務
理
事
の
他
Ｏ
Ｂ
会

の
皆
様
方
に
も
ご
同
席
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

 

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、以
下
の

と
お
り
で
す
。　
　

【
第
１
号
議
案
】　

令
和
７
年
度
会
長
選
出
の
件

•

辰
野
弘
征
氏
を
選
出
承
認

【
第
２
号
議
案
】

部
則
変
更
承
認
の
件

•

原
案
ど
お
り
承
認

【
第
３
号
議
案
】

副
会
長
選
出
の
件

•

相
川
和
大
氏　

本
間
裕
二
氏

須
藤
健
太
氏
を
選
出
承
認

【
第
４
号
議
案
】

役
員
選
出
の
件

•�
書
記　
　
　

 

井
月　

昇
氏

•�

会
計　
　
　

 

山
口
純
平
氏

•

総
務
広
報
委
員
長

	

　

川
名
淳
郎
氏

副
委
員
長	

佐
野
裕
二
氏

　
　
　
　
　

  

望
月
大
輝
氏

•

地
域
開
発
委
員
長

	

沖　

浩
志
氏

副
委
員
長	

千
原
清
之
氏

　

〃	

大
場
祐
喜
氏

•

未
来
創
造
委
員
長

	

辰
野
元
基
氏

副
委
員
長	

寺
島
泰
山
氏

　

〃	

高
橋
舜
弥
氏

•�

特
別
事
業
実
行
委
員
長

	

井
月　

昇
氏

副
委
員
長	

鈴
木
陸
斗
氏

以
上
の
方
々
を
選
出
承
認

令
和
７
年
度
は
以
上
の
メ
ン

バ
ー
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。令

和
７
年
度
会
長
予
定
者

辰
野
弘
征

館山商工会議所青年部 1月定期総会
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充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665

「『
青
春
18
き
っ
ぷ
』
40
年
た
っ
て
の
大
改
正
」

　

誰
も
が
一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
と
思
わ
れ
る「
青
春
18
き
っ
ぷ
」。

Ｊ
Ｒ
線
の
全
区
間
の
普
通
・
快
速
列

車
が
１
日
乗
り
放
題
に
な
る
お
得

な
フ
リ
ー
切
符
で
す
が
、
実
際
に
利

用
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
ど
の
く

ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
。私

は
学
生
の
頃
、
何
度
も
利
用
し
て

旅
を
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の「
青
春
18
き
っ
ぷ
」は
、
約
40

年
も
の
間
続
い
て
い
ま
す
が
、
実
は

こ
の
冬
、
利
用
方
法
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。個
人
的
に
は
使
い
に

く
い
も
の
に
な
っ
た
印
象
で
す
。で

は
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
を

見
て
み
ま
す
。

　

ま
ず
、こ
の
切
符
は
春
休
み
・
夏

休
み
・
冬
休
み
の
期
間
に
の
み
発
売

さ
れ
る
も
の
で
、
年
齢
に
か
か
わ
ら

ず
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。こ
れ

ま
で
は
、
乗
車
日
の
０
時
か
ら
24
時

ま
で
乗
り
放
題
の
切
符
５
回
分
が

セ
ッ
ト
で
、
料
金
１
万
１
０
０
０
円

＋
税
で
長
く
販
売
さ
れ
て
き
ま
し

た
。特
急
な
ど
に
は
乗
れ
な
い
た
め

時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、１
日
２
千

円
ち
ょっ
と
で
全
国
ど
こ
ま
で
も
行

け
る
の
は
魅
力
た
っ
ぷ
り
で
す
。さ

ら
に
、
こ
の
５
回
分
は
、
使
用
期
間

内
で
あ
れ
ば
別
の
日
に
分
け
て
使

う
こ
と
も
で
き
、
同
じ
ル
ー
ト
で
あ

れ
ば
１
枚
の
切
符
を
複
数
人
で
使

う
こ
と
も
可
能
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
冬
の
改
正
で
、
そ

れ
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。購
入
時
に
指
定
し
た
連
続
す

る
日
付
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
１
枚
の
切
符
を
グ
ル
ー
プ
で
利

用
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
た
の

で
す
。新
し
く
自
動
改
札
が
使
え
、

５
日
券
だ
け
で
な
く
３
日
券
が
加

わ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
も
の

の
、
そ
れ
で
も
鉄
道
フ
ァ
ン
の
間
で

は
賛
否
両
論
が
あ
り
ま
す
。例
え

ば
、
こ
れ
ま
で
は
１
セ
ッ
ト
あ
れ
ば
、

３
人
で
一
緒
に
旅
が
で
き
た
の
で
す

が
、
改
正
後
は
３
枚
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
料
金
が
３
倍
に
な
っ
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

話
は
戻
り
ま
す
が
、
私
が
学
生

の
頃
に
は
「
青
春
18
き
っ
ぷ
」
で
東

京
か
ら
大
垣
を
深
夜
走
る
「
ム
ー

ン
ラ
イ
ト
な
が
ら
」
号
に
乗
り
、
横

浜
か
ら
京
都
、
敦
賀
、
舞
鶴
を
通
っ

て
加
古
川
ま
で
の
ジ
グ
ザ
グ
ル
ー
ト

を
、
２
千
円
ち
ょっ
と
で
移
動
し
た

も
の
で
す
。ま
た
、先
輩
と一
緒
に
１

泊
２
日
で
紀
伊
半
島
一
周
の
お
得

旅
を
し
た
の
も
良
い
思
い
出
で
す
。

途
中
下
車
も
自
由
に
で
き
る
た
め
、

ロ
ー
カ
ル
線
を
満
喫
す
る
に
は
最

高
の
切
符
で
し
た
。

　

現
在
は
、
深
夜
列
車
が
な
く
な

り
、
乗
れ
る
の
は
始
発
か
ら
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
早
く
て
便
利
な

移
動
で
は
見
ら
れ
な
い
景
色
を「
青

春
18
き
っ
ぷ
」
で
堪
能
し
て
み
る
の

も
良
い
で
す
ね
。
家
族
や
大
切
な

人
た
ち
と一
緒
に
、
時
に
は
少
し
遠

回
り
を
し
て
時
間
を
か
け
る
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
旅
も
心
に
残
る
も
の

で
す
。

　

今
回
の
冬
の
改
正
は
試
験
的
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
時

代
や
世
代
を
問
わ
ず
人
気
の
あ
る

「
青
春
18
き
っ
ぷ
」
で
あ
り
続
け
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

気
象
予
報
士
兼
税
理
士　

藤
富　

郷


